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研究成果の概要（和文）：　大正期の服装改善運動は衣生活の変革を目的とした運動であり、特に大正期には生
活の合理化と連携し和服から洋服への転換を試みる考案服が雑誌誌上で多く発表され、推進された。しかし実際
に服装改善運動が衣生活の近代化に果たした役割や成果については今日においても明確にされていない。
　本研究は大正期に発表された考案服を全て実作し、着装可能な衣服であったのかを検証し、復元を通し生活改
善運動の成果と和服から洋服に転換する過程を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The Taisho era clothing improvement exercise was aimed at changing the 
clothing life, especially in the Taisho era, many inventive clothes that try to convert from 
Japanese clothes to clothes in collaboration with rationalization of living are announced and 
promoted in magazine magazines It was. However, the role and outcome that clothing improvement 
movement actually played in the modernization of clothing life is not clarified even today.
In this research, I made all the inventive clothes announced in the Taisho era, verified that it was
 a wearable clothes, revealed the process of converting from the result of life improvement exercise
 campaign and clothes to clothes through restoration .

研究分野： 被服教育
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１． 研究開始当初の背景 
 

明治以後、西洋文化との接触により近代的家庭生活
像が模索されることとなる。生活改善運動は、時代が
理想とした模範的生活像とその実態を構築するため昭
和初期まで続く運動である。この一環として服装改善
運動は衣生活の変革を目的とした運動であり、特に大
正期には生活の合理化と連携し和服から洋服への転換
を試みる考案服が雑誌誌上で多く発表され、推進され
た。 
しかし、実際に服装改善運動が衣生活の近代化に果

たした役割や成果については今日においても明確にさ
れていない。 
本研究は大正期に発表された考案服を全て実作し、

果たして着装可能な衣服であったのかを検証し、復元
を通し生活改善運動の成果と意義の再評価を試みるこ
とを目的とする。 
 
２．研究の目的 
 
研究の目的としては以下の 5 項目とした。 

(1)大正期の生活改善運動における服装改善運動の展
開について明らかにする。 
(2)明治期の衣服改良運動と大正期の服装改善運動と
の対比－明治期の衣服改良運動の成果と対比すること
により、大正期の服装改善の特徴を明確にする。経済
背景や改良思想を考慮して検討する。 
(3)服装改善運動家の尾崎芳太郎の考案服の復元－本
研究の中心的内容である。尾崎考案の改良服を全て復
元し、製作過程及び着用可能であったかについて検証
する。当時の改良服は提案のみで完成作品の提示は少
ない為である。 
(4)日本と米国の婦人雑誌掲載の誌上講習会で示され
た改良服の対比と特徴 服装改善運動は大正期の生活
改善運動が基であるが、根本的には米国の能率推進運
動による合理的生活意識の影響が根幹にある。故に米
国の合理服の影響と対比を試みる。 
(5)服装改善運動における考案服の復元からみえる実
生活への影響と生活の変革 
上記のように服装改善運動が果たした役割や意義に

ついて、考案服の普及と限界の観点から考察。特に具
体的な考案服（新日本衣服）が合理的生活の構築に及
ぼした影響について検討した。 
 
３．研究方法 
 
本研究の研究方法としては、文献調査と雑誌誌上で

提案される多くの考案服を実作し、その製作過程と製
作技術について検証し、さらに着用が本当に可能であ
ったかの観点から検証を試みる。  
こうした実践的な検証は、明治の衣服改良及び大正

の服装改善においても試みられていない。そこで、具
体的に予備調査として試みた製作過程とそこからみえ
る成果について述べる。資料１は、雑誌誌上に掲載さ
れる考案服の記載事例である。この製図、完成図、文
中の解説を基に復元を行い、実作と着装を試みる。  

復元は、当時掲載の考案服を対象とする。 

４．研究成果 
 
平成 25 年度から 28 年度までの成果について報

告する。（資料 2参照） 
平成 25年度では、大正期の生活改善運動におけ

る服装改善運動の展開をあきらかにするため、大
正期の生活改善運動及び服装改善運動に関する資
料を雑誌の掲載記事を中心に収集した。特に「日
本服装改善同盟会の活動」「家庭博覧会における改
良服の展示」「和裁教育者と服装改善」「女性教員
を対象とした服装改善講習会の展開」等の視点で
服装改善運動について分析を試み、また当時の文
部省・内務省や民間団体がどのような目的や手法
で服装改善運動に取り組んだかを比較・検討した。  

さらに、家庭博覧会が中間層の家庭に与えた影
響、裁縫教育者の改良服の普及活動についても検
討を重ね、生活改善運動における服装改善運動が
当時の教員や主婦を中心に普及する過程を明らか
にした。 
平成 25・26年では、明治期の衣服改良運動と大

正期の服装改善運動との対比―明治期の衣服改良
運動と大正期の服装改善運動は時代背景の影響を
受け変容することを明らかにした。具体的には「明
治期の衣服改良と改良思想」「大正期の服装改善と
経済背景」「大正期の能率推進運動の影響」の視点
で分析し、大正期の服装改善運動の特質を検討し
た。 
平成 26 年～28 年度において、服装改善運動家

の尾崎芳太郎の考案服の復元に取り組み服装改善
運動家の尾崎芳太郎の著書『是からの裁縫前編』
の分析と収録される考案服の製作工程を明らかに
し、当時提案された改良服が着装可能であったか
を検証を行った。（資料１～３参照） 
本研究の成果をまとめると、主に以下の４項目

になる。これらの視点を通して、和服から洋服に
転換する過渡期に展開された服装改善運動の実態
解明とこの運動が衣生活の近代化に果たした役割
や成果について明らかにした。               
(1)大正期の生活改善運動における服装改善運動
の展開に関しては、当時の文部省、内務省と民間
団体の取り組みの実態を比較し、各省の立場によ
る服装改善運動の特質を明らかにした。文部省は
教育の立場から和洋折衷を推進したが、洋服の導
入を推進する立場も大正中期以後増加する。 
(2)明治期の衣服改良運動と大正期の服装改善運
動との対比に関しては、社会背景や改良思想、経
済状況等を対比し、大正期の服装改善運動の独自
性として、大正 9 年以後の物資不足への対応策と
しての新型日本服の考案が背景になり、また大正
期にあらわれた中間層の主婦を対象に裁縫研究者
が全国で講習会を開催する等、具体的な普及活動
を展開したことも、大正期の服装改善の成果とい
える。 
(3)服装改善運動家の尾崎が考案した改善服が「着
装に可能な衣服であったかの検証」とし、尾崎芳
太郎の著書『是からの裁縫前編』『是からの裁縫後
編』に収録された改良服の解説文及び出来上がり



予想図を基に、製作手順及び製作技法を分析し実作、
着装した。 
その実証結果から、当時考案された考案服の課題を明

らかにした。着装資料からも明らかなように、考案さ
れた衣服に共通した特徴と課題として、以下の６点が
あげられた。 
①大正期の物資不足を背景とした布地節約の課題は達
成したが、身幅が長着に比べて狭く着装上の問題が残
る。 
②考案服により、被服構成上の布地の不足部分がみら
れる。この点は検討課題として残る。 
③広幅布地を活用することにより、縫製箇所が減少し
縫製時間の短縮は達成できた。着装した外観は一般的
長着と類似する。 
④反物を裁断せず改良洋服に発展させることを意図し
た「鋏いらず」を再現したが、形態上は長着になり、
縫製が可能であることが実証できた。しかし、着装は
困難である。 
⑤1 反から長着と子ども服を作る考案が多く提示され
たが、細幅織物から洋服を製作する可能性を追究し、
着用可能な子供服が完成した。しかし、当時既に子供
服は洋服を導入するとする考え方も普及したため、尾
崎の提唱した和洋折衷型子供服の普及は困難であった
と思われる。 
⑥改良服の再現に要した布地は、「一反で八尺あまる本
裁」の場合は約五分の四など、各改良服の用布を分析
した結果、全ての経済裁が用布の節約を実現している
ことを実証できた。 
本研究は、尾崎芳太郎の著書『是からの裁縫前編』に

おいて考案された衣服の再現を通して、和服から洋服
への転換期に考案された和洋折衷服の実作の可能性に
ついて実証的に検証した。 
この検証により、洋服導入過程について明らかにする

ことができた。 
 
資料１ 尾崎芳太郎著『是からの裁縫』復元 

掲載事例：布幅を節約した本裁長着 

 
 

 

 

 

事例① 布幅を節約した本裁長着 

 
事例② 広幅活用し縫製箇所が減少の着物 

 
 

 

 



事例③1 反裁断せず縫い洋服型に改良可能長着 

 

事例④ 経済服 

 
事例⑤ 筒袖本裁長物 

 
事例⑥ 子ども用ガウン（反物残布活用） 

 

事例⑦ 経済服 

 

資料２ 研究成果の経緯とまとめ （図表） 
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